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「おじゃまします。研究授業＆お仕事拝見」～４組 

 １６日月曜日、蒲郡市の特別支援の指導員の伊與田先生をお招きし、４組の自立活動の研究授業

が行われました。担任の稲葉先生は、仕事に対して真面目に取り組む先生です。子どもにとって、

どうすることがより良いか、自分の仕事でできることは何かなど考えて行動をする素晴らしい先生

です。４組の子どもたちも先生を信頼し、頑張っています。 

 今日は自立活動という、新学習指導要領に新しく入ってきた活動です。4組の子どもたちは、「プ

レゼント作戦！ プラ板キーホルダーを作ろう・おくろう」という内容

で授業をしました。伊與田先生が、「楽しさがいっぱい詰まった授業で

した。先生のためにプラ板を作りたいという思いをもって、１５分以内

で作るという目標もって頑張っていました。満足そうな子どもたちの顔

が印象的でした」と、たくさん褒めていただきました。１時間集中して

頑張りました。 
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◎１１月１１日、集会室の放送設備を新しくするための工事が行われました。そのために１日

チャイムが鳴りませんでした。けれども、中央小の子どもたちは、時計を見て行動していまし

た。「長い放課、外で遊んでいた子どもたちが授業開始５分前になると、下駄箱目指して走っ

てきました。みんなすごいですね」と、遊び道具を消毒してくれている教頭先生が、目を輝か

せて教えてくれました。嬉しいお話でした。 

◎石川先生のクラスの連絡帳に、嬉しい言葉が書かれていたので紹介します。 

「市民病院に『医療従事者の皆さんへ』と書かれたメッセージの寄せ書きがあるのに昨日気が

つきました。児童みなさんからの感謝と励ましの言葉の数々･･････。働いているみんな、元気

をもらえます。ありがとうございました。子どもたちに伝えてください。『また、コロナが流

行してきました。病院のスタッフも頑張っています。みなさんもうつらない、うつさないを心

がけしっかり手洗いをしてくださいね。一緒に頑張りましょう』よろしくお願いいたします」

という内容のものでした。みんなのメッセージが、医療従事者の方々に届いていますよ。嬉し

いです。 

連絡  市内の学校でコロナに感染するなど、身近なところで感染が起こっています。そこ

で、本校としては、今一度教職員に「三密を避ける、マスク着用の徹底、手洗いの励行、換気

の推奨」などについて話をしました。また、体調が悪い場合には、子どもも教職員も無理をし

ないことも話をさせていただいています。けれども、うつってしまった場合は、誹謗中傷など

ないように努めたいと思います。「うつらない、うつさない」という気持ちで緊張感をもって

いきたいです。 


